
住宅改修をされる方へ

介護保険の要介護認定または要支援認定を受けた方が、住宅で生活に支障がないようにお住まいの
住宅を改修した場合には、申請により改修費用の９割（自己負担額に応じて８割又は７割）が介護
保険から給付されます。限度額は、20万円の範囲内とします。役場へ事前の申請が必要です。 
対象となる住宅改修  
・手すりの取付け         
・段差の解消         
・滑り防止及び移動の円滑化を図るための床または通路面の材料の変更  
・引き戸等への扉の取替え         
・洋式便器等への便器の取替え         
・その他…ご相談ください。         

★住宅改修の流れ★

１．担当の介護支援専門員（ケアマネジャー）に相談してください。    
改修業者を決め、ご本人、ご家族、改修業者とケアマネジャーと相談して改修内容を決め 
ます。 
※住宅の所有者が本人でない場合は、所有者の承諾が必要です。 
（所有者が死亡している場合は、所有者の相続人全員の承諾が必要）   

 ※支払い方法を選択してください。（裏面）   
２．改修業者に工事の見積もり等書類を依頼します。      
見積書・改修図面・改修前の写真・改修後の図面の作成をしてもらいます。 

３．事前に申請書等を役場健康介護課に提出します。      
上記の書類に担当ケアマネジャーが作成した「住宅改修が必要な理由書」を添えて、事前申
請を行います。※事前申請確認許可後、工事着工となります。 

４．工事着工（役場の事前申請許可後） 
   事前申請確認をしないで、工事着工すると、介護保険住宅改修費支給の対象外となります。 
５．工事完了          

改修業者に工事完成後の写真・請求書（内訳書）を作成してもらいます。 
６．改修工事代金の支払          
 ●償還払いを選んだ場合         
 工事代金を全額支払っていただき、改修業者から領収書をいただいてください。 
 ●受領委任払いを選んだ場合         
 工事代金の１割（２割又は３割）を改修業者に支払っていただき、領収書をいただいてく 

ださい。（残りの９割（８割又は７割）は南知多町から事業者に直接支払います。)  
７．事後申請書を役場健康介護課に提出します。 
８．住宅改修費支給決定          
 役場が事後申請を審査し、住宅改修費支給決定を行います。    

●償還払いを選んだ場合 
支給決定後、利用者に決定通知書を送付します。 
※支給日:事後申請月の翌月末に、改修費用の９割（８割又は７割）が給付されます。 
●受領委任払いを選んだ場合         

  支給決定後、利用者に受領委任のお知らせ、事業者に決定通知を送付します。 

注意：見積書等は改修箇所ごとに材料の数・費用や工賃がわかるように記載します。  
  改修前後写真については、前と後で同じ方向、角度から撮影する必要があります。 
 （段差がある箇所では段差の高さがわかるようメジャーを当てて撮影します。） 

      ●事業所名【                           】 
      担当ケアマネジャー [                   ] 
      TEL （       ）          －  
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住宅改修費と福祉用具購入費の支払い方法について 

住宅改修費と福祉用具購入費は償還払いと受領委任払いを選ぶことができます。 

●償還払いを選んだ場合 

住宅改修費及び福祉用具購入費の代金の支払いを、利用者が一旦費用の全額を事業

者に支払い、その後、南知多町から利用者へ９割分（自己負担額に応じて８割又は

７割分）を払い戻します。 

●受領委任払いを選んだ場合 

住宅改修費及び福祉用具購入費の代金の支払いを、初めから１割（自己負担額に応

じて２割又は３割）の支払いで済むようにし、利用者の一時的な負担を取り除くこ

とができます。 

※保険給付される残りの９割（自己負担額に応じて８割又は７割分）は、利用者か

ら事業者に受領を委任することによって、南知多町から事業者に直接支払います。

受領委任払いを利用できる事業者は、南知多町に受領委任払事業者登録を 
おこなった事業者ですので、注意してください。 
利用者から、受領委任を受けることとなった事業者は、南知多町に受領委 
任払事業者登録申請をし、確認書を取り交わして登録する必要があります。 
なお、償還払いについては、受領委任払いの登録をしなくても従来通り 
ご利用いただけます。 

問い合わせ 

南知多町健康介護課高齢者介護係 

電話0569-65-0711（内線１３３） 


